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第 1節 通学可能圏の受験対象校数

通学可能範囲内に受験する中学校がある割合は私立がおよそ半分、国立がおよそ4

分の1、公立一貫校はおよそ3割。通学時間の観点から、人口規模の小さい地域で

は私立中学校への進学機会が限られている。また、公立一貫校は人口規模の小さい

地域だけでなく大きい地域でも通学時間の観点からみて遠い存在である。

■1 通学可能範囲内に受験する中学がある
割合は私立がおよそ半分、国立がおよ
そ4分の1、公立一貫校はおよそ3割

受験する中学校は、設置者の観点から3つに分

類される。「私立中学校」「国立大学の附属中学校」

「公立の中高一貫校」の3つである。

東京や大阪などの中学受験率の高い地域で

は、通学可能範囲内に私立や国立が何校もあり、

子どもたちはそれらのなかから自分の希望や学力

に合わせて複数の中学校を受験する。しかし、

何校もの学校を受験できるのは全国的にみると少

数派である。表2-1-1で、子どもの通学可能範

囲内に中学受験の対象となる学校が何校くらいあ

るかみてみよう。

まず、全体からみると、通学可能範囲内に「私

立中学校」が「1～2校」が31.7％、「3～4校」が

8.2％、「5校以上」が8.7％となっている。これら3つ

を合わせると5割弱の48.6％となる。「国立大学の

附属中学校」については「1～2校」が23.3％、「3～

4校」と「5校以上」は合わせても1.4％、これらを合

計して24.7％で、およそ4分の1と低い値にとどまる。

また、「公立の中高一貫校」では「1～2校」が

26.2％と「3～4校」が2.1％、「5校以上」が0.9％で、

合計が29.2％と3割弱にとどまる。全体的にみた

場合、国立や公立一貫校は通学時間の問題から

受験が出来ない割合が高い。

同じ表で都市圏別にみると、通学可能な受験

対象中学校の有無は、地域によって異なっている。

「私立中学校」については、首都圏が「1～2校」が

31.3％、「3～4校」が11.2％、「5校以上」が16.8％で

合計が59.3％。そして関西圏は「1～2校」が

35.7％、「3～4校」が7.0％、「5校以上」が18.3％で

第2章 受験行動、学校選択について

お住まいの地域には、お子様が1人で通える範囲に、次のような中学
校がありますか。

私立 
中学校 

国立 
大学の 
附属 
中学校 

公立の 
中高 
一貫校 

私立 
中学校 

国立 
大学の 
附属 
中学校 

公立の 
中高 
一貫校 

私立 
中学校 

国立 
大学の 
附属 
中学校 

公立の 
中高 
一貫校 

私立 
中学校 

国立 
大学の 
附属 
中学校 

公立の 
中高 
一貫校 

41.3  

31.7  

8.2  

8.7  

6.9  

3.1 

61.3  

23.3  

1.1  

0.3  

8.8  

5.3 

58.7  

26.2  

2.1  

0.9  

8.4  

3.7 

28.2  

31.3  

11.2  

16.8  

9.9  

2.5 

57.5  

20.1  

3.3  

0.8  

13.2  

5.1 

51.4  

27.7  

5.1  

1.5  

11.2  

3.1 

25.7  

35.7  

7.0  

18.3  

9.6  

3.9 

50.4  

29.1  

0.4  

0.4  

12.2  

7.4 

50.4  

29.1  

1.7  

0.9  

13.9  

3.9 

51.3  

31.1  

7.2  

2.6  

4.9  

2.9 

65.9  

23.3  

0.2  

0.0  

6.0  

4.6 

64.2  

24.9  

0.8  

0.6  

5.8  

3.7 

ない 

1～2校 

3～4校 

5校以上 

わからない 

無回答・不明 

全体(1,504)
首都圏（393) 関西圏(230)

都市圏別 

その他の地域(872)

表2－1－1　通学可能範囲内の私立中学校、国立附属中学校、公立中高一貫校の数 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （全体・都市圏別）

（%）

注1　首都圏は東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県。関西圏は大阪府、兵庫県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県。以下同。 
注2　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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数合計が61.0％。このように首都圏・関西圏ではとも

におよそ6割の子どもが通学可能範囲内に私立中

学校がある。これに対して、「その他の地域」では、

「1～2校」が31.1％、「3～4校」が7.2％、「5校以上」

が2.6％で合計が40.9％にしかならない。大都市

圏と比べておよそ20ポイント少なくなっている。

なお、「その他の地域」では、通学可能範囲内

に「私立中学校」が「ない」の割合が51.3％、「国立

大学の附属中学校」が「ない」の割合が65.9％、

「公立の中高一貫校」が「ない」の割合が64.2％で

ある。「その他の地域」では中学受験は通学時間

という観点から機会が制限されている。

■2 人口規模別で通学可能範囲内の受験対
象校数は異なる

居住地域の人口規模別にみると、通学可能

範囲内の受験対象校数はずいぶんと異なる。

表2-1-2で、「私立中学校」が「ない」に着目

すると、「特別区・指定都市」が27.0％。「15万人

以上」が29.4％で、いずれも3割弱となっている。

しかし、「特別区・指定都市」と「15万人以上」

を比べると、前者では「5校以上」が20.6％と高

く、後者では「1～2校」が41.9％と高くなってい

る。

また、「5～15万人」では「ない」が49.9％とお

よそ半分（「1～2校」から「5校以上」の合計は

39.1％）。「5万人未満」では「ない」が72.5％と、

7割を超えている（「1～2校」から「5校以上」の

合計は21.1％）。人口規模の小さい地域では通

学時間の観点から私立中学校の受験機会が限

られている。

同じ表で、「公立の中高一貫校」も「ない」が、

「5～15万人」（64.8％）や「5万人未満」（72.9％）

では、多数を占めている。さらに「公立の中高

一貫校」の場合、「特別区・指定都市」（47.3％）

や「15万人以上」（54.9％）の規模でも「ない」の

割合が5割前後と高くなっている。公立の中高

一貫校は、現状では、人口規模の小さい地域

だけでなく大きい地域でも通学時間の観点から

みて遠い存在である。

人口規模別 

特別区・ 
指定都市 
(355)

15万人以上 
(470)

5～15万人 
(375)

5万人未満 
(251)

27.0  

29.9  

11.5  

20.6  

9.9  

1.1  

43.1  

34.1  

3.1  

1.1  

14.6  

3.9  

47.3  

31.3  

3.9  

2.0  

13.0  

2.5 

29.4  

41.9  

11.9  

7.4  

7.2  

2.1  

54.3  

31.3  

0.9  

0.0  

9.4  

4.3  

54.9  

29.6  

2.1  

0.9  

8.7  

3.8 

49.9  

29.3  

5.3  

4.5  

6.7  

4.3  

74.1  

11.5  

0.0  

0.0  

6.9  

7.5  

64.8  

22.1  

0.8  

0.5  

7.7  

4.0 

72.5  

18.3  

1.2  

1.6  

3.2  

3.2  

81.3  

11.6  

0.4  

0.0  

2.8  

4.0  

72.9  

20.7  

0.8  

0.0  

3.2  

2.4 

ない 

1～2校 

3～4校 

5校以上 

わからない 

無回答・不明 

ない 

1～2校 

3～4校 

5校以上 

わからない 

無回答・不明 

ない 

1～2校 

3～4校 

5校以上 

わからない 

無回答・不明 

私立中学校 

国立大学の附属中学校 

公立の中高一貫校 

表2－1－2　通学可能範囲内の私立中学校、国立附属中学校、公立中高一貫校の数（人口規模別）
（%）

注　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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第 2節 周囲の子どもが中学受験
する割合

全体では「一般化（3割以上）」が9.3％、「過渡期（1～2割くらい）」が22.3％であり、

これに対して「例外（1割未満）」が56.4％と半数を超えている。人口規模と受験す

る子どもの割合はきれいな正比例の関係になっている。

■1 過半数の学校では受験する子は「例外」
周りに受験する子どもが多いと影響されて自分

の子どもも受験する、受験する子どもが多いクラス

では授業の進め方が困難になる、などといわれる

ことがある。

図2-2-1では、通っている小学校で中学校を

受験する子どもの割合をたずねた結果を示した。

ここでは、1割未満（「ほとんどいない」＋「1割に満

たない」）である場合を「例外」、「1～2割くらい」を

「過渡期」、3割以上（「3～4割くらい」＋「5割以上」）

を「一般化」と呼んで、周りに受験する子どもがい

る状況を分析したい。

最初に全体をみると、「一般化」が9.3％、「過渡

期」が22.3％であり、これに対して「例外」が56.4％

と半数を超えている。出版ジャーナリズムが中学

受験を盛んに取り上げているが、図で明らかなよ

第2章 受験行動、学校選択について

お子様の通う小学校では、どれくらいの割合の子どもが中学校を受験
しますか。
図2-2-1　周囲の子どもが中学受験する割合（全体・都市圏別） 

全体（1,504） 

首都圏（393） 

関西圏（230） 

その他の地域（872） 

（%） 

都
市
圏
別 

注 （　）内はサンプル数。 

例外（「ほとんどいない」＋「1割に満たない」） 

一般化（「3～4割くらい」＋「5割以上」） 

過渡期（「1～2割くらい」） 

わからない 
無回答・不明 0.4

0.3

0.0

0.2

保護者 

56.4 22.3 9.3 11.6

30.5 32.8 22.4 14.0

43.5 30.9 7.4 18.3

71.5 15.4 4.1 8.8
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うに「一般化」は例外的であり、「例外」が一般的

なのである。ただし、「過渡期」がこのまま過渡期

にとどまるのか、それとも一般化していくのかで、

日本の中学受験状況は大きく変わりそうである。

■2 受験する子どもの割合が高いのは首都圏
同じ図で都市圏別にみると、首都圏では、「例

外」は30.5％とおよそ3割。これに対して「過渡期」

が32.8％、「一般化」も22.4％と高くなっている。ア

ンケート調査と並行して行った母親対象インタビュ

ー調査では、クラスの7割以上が受験したと回答

した人もいた。これは首都圏の母親の話である。

出版ジャーナリズムが取り上げている中学受験事

情は首都圏のイメージなのかもしれない。

関西圏では、受験する子どもの割合は首都圏

よりもやや下がる。「一般化」は7.4％にとどまり、

「過渡期」も30.9％と3割強にとどまる。それに対し

て、「例外」は43.5％と4割を超えている。最後に、

「その他の地域」では、「一般化」は4.1％、「過渡期」

も15.4％、2つを合わせても19.5％と2割に届かな

い。「その他の地域」では「例外」が71.5％と圧倒

的に多い。

■3 人口規模が小さくなると「例外」の割
合が高くなる

つづいて、図2-2-2で、人口規模別に中学受

験をする割合をみてみよう。

ひと言でいうと、人口規模と受験する子どもの

割合はきれいな正比例の関係になっている。

「例外」の割合に焦点を当ててみると、「特別

区・指定都市」が3割強（31.0％）であり、人口規模

が小さくなるにつれて「15万人以上」で5割強

（50.4％）、「5～15万人」でほぼ7割（70.1％）、「5万

人未満」で8割強（82.9％）と増えていく。次に「一

般化」に焦点を当てると、「特別区・指定都市」が

23.4％ともっとも高く、「15万人以上」が8.9％、「5～

15万人」ではわずか2.1％、「5万人未満」では2.0％

となっている。
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図2-2-2　周囲の子どもが中学受験する割合（全体・人口規模別） 

全体（1,504） 

特別区・指定都市 
（355） 

5～15万人（375） 

15万人以上（470） 

5万人未満（251） 

（%） 

人
口
規
模
別 

注 （　）内はサンプル数。 

例外（「ほとんどいない」＋「1割に満たない」） 

一般化（「3～4割くらい」＋「5割以上」） 

過渡期（「1～2割くらい」） 

わからない 
無回答・不明 0.4

0.0

0.6

0.0

0.0

保護者 

56.4 22.3 9.3 11.6

31.0 30.4 23.4 15.2

50.4 26.6 8.9 13.4

70.1 18.4

2.1

9.3

82.9 9.2

2.0

6.0
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第 3節 中学受験の予定

中学受験する子どもの割合と受験しない子どもの割合はおよそ1対6.5。子どもの

成績別で受験率に大きな差異があった。教育格差の観点からみると、世帯収入と中

学受験との間には強い相関がある。

この調査を実施したのは2007年の12月であっ

た。つまり、図2-3-1は受験の1～2か月前に保

護者にたずねた受験率（受験予定）をみたもので

ある。

最初に全体をみると、12月の段階で受験するか

否かを「まだ決めていない」割合はわずか1.6％で

あった。そして、「はい」（受験させる）が13.2％、

「いいえ」（受験させない）が85.0％であった。中

学受験する子どもの割合と受験しない子どもの割

合はおよそ1対6.5である。

第2章 受験行動、学校選択について

あなたはお子様に、中学受験をさせる予定ですか。

図2-3-1　中学受験予定の有無（全体・子どもの性別・子どもの成績別） 

全体（1,504） 

女子（780） 

上・やや上（734） 

男子（719） 

真ん中・やや下・下 
（744） 

（%） 

子
ど
も
の
性
別 

子
ど
も
の
成
績
別 

はい いいえ まだ決めていない 無回答・不明 

保護者 

13.2 85.0

1.6 0.3

13.3 84.9

1.4 0.4

13.1 85.0

1.8 0.1

21.7 76.8

1.4 0.1

93.0

1.7

4.8

0.4

注1　子どもの成績別の「上・やや上」は、子どもに対する「あなたの今の成績は、クラスの中でだいたいどのくらいですか」の質
問に「上のほう」「やや上のほう」と回答した人。「真ん中・やや下・下」は同じ質問に「真ん中くらい」「やや下のほう」「下
のほう」と回答した人。以下同。 

注2　（　）内はサンプル数。 



61

第
3
節
／
中
学
受
験
の
予
定

第
2
章

図2-3-2　中学受験予定の有無（家庭の属性別）�

800万円以上(300)

600～800万円くらい�
（312）�

600万円未満（598）�

上位（219）�

中位（815）�

下位（367）�

大学・大学院�
（227）�

短大（345）�

大学・大学院�
（599）�

それ以外（819）�

それ以外�
（725）�

（%）�

世
帯
収
入
別�

暮
ら
し
む
き
別�

母
親
学
歴
別�

父
親
学
歴
別�

はい� いいえ�まだ決めていない� 無回答・不明�

保護者�

25.3 73.0

0.31.3

27.9 71.2

0.50.5

27.8 70.9

0.01.3

19.5 78.6

0.21.7

11.3 87.4

0.21.1

15.7 82.9

0.01.4

9.0 87.7

0.33.0

8.8 89.3

0.51.5

9.1 89.1

0.41.4

13.1 84.9

0.31.6

7.9 90.5

0.31.3

注1　世帯収入別の「800万円以上」は、「1年間の世帯全体の収入はどれくらいですか」の質問で「800～1000万円くらい」
から「1500万円以上」を選択した人。「600万円未満」は「200万円未満」から「400～600万円くらい」を選択した
人。以下同。�

注2　暮らしむき別の「上位」は、「あなたのご家庭の暮らしむきは、次のどれにあたると思いますか」の質問に「上」「中の上」と
回答した人。「中位」は同じ質問に「中の中」、「下位」は「中の下」「下」と回答した人。以下同。�

注3　母親学歴別の「それ以外」には「中学校」「高等学校」「専門学校」「その他」を含む。父親学歴別の「それ以外」には「中
学校」「高等学校」「専門学校」「短期大学」「その他」を含む。以下同。�

注4　（　）内はサンプル数。�
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第2章 受験行動、学校選択について

14.5  

54.2  

24.4  

6.8 

43.7  

48.7  

7.3  

0.3 

14.1  

70.2  

14.7  

1.0 

4.2  

51.2  

42.8  

1.8 

上位 

中位 

下位 

無回答・不明 

暮らしむき 

全体 
（1,504） 

世帯収入別 

600～800万円 
くらい 
（312） 

800万円以上 
（300） 

600万円未満 
（598） 

表2－3－1　暮らしむき（全体・世帯収入別） 
（%） 

注　（　）内はサンプル数。 

保護者 

13.2  

1.6  

85.0  

0.3 

19.8  

1.8  

78.1  

0.3 

19.1  

1.3  

79.6  

0.0 

8.7  

1.6  

89.3  

0.3 

21.7  

1.7  

76.3  

0.3 

14.5  

1.5  

83.4  

0.6 

7.7  

1.3  

90.9  

0.0 

7.6  

2.0  

90.4  

0.0 

はい 

まだ決めていない 

いいえ 

無回答・不明 

人口規模別 都市圏別 

首都圏 
(393)

全体 
(1,504) 関西圏 

(230)
15万人以上 
(470)

5万人未満 
(251)

5～15万人 
(375)

その他の 
地域 
(872)

特別区・ 
指定都市 
(355)

表2－3－2　中学受験予定の有無（全体・都市圏別・人口規模別） 
（%） 

注　（　）内はサンプル数。 

保護者 

■1 成績が上位であることと中学受験には
強い相関がある

同じ図2－3－1で、子どもの性別では中学受験

率にほとんど差がなく、男子も女子も13％台とな

っている。しかし、子どもの成績別では大きな差

異があった。成績中下位者（「真ん中くらい」＋「や

や下のほう」＋「下のほう」、以下同）では受験する

割合が4.8％なのに対して、成績上位者（「上のほ

う」＋「やや上のほう」、以下同）ではおよそ5倍の

21.7％である。なお、成績上位者のなかで受験す

る子どもの割合と受験しない子どもの割合はおよ

そ1対3.5であり、成績中下位者ではその割合はお

よそ1対19.5である。

■2 中学受験をめぐる格差
日本は格差社会化が進んでいるといわれてい

る。格差の一つに家庭的背景による教育機会の

格差や進学率の格差があげられる。ここでは、世

帯収入、暮らしむき、母親学歴、父親学歴の4つ

の家庭的背景と中学受験率がどのような関係にあ

るのかみてみよう。

図2-3-2で、まず世帯収入別にみると、年収

「800万円以上」では25.3％が中学受験をさせると

答えている。これに対して「600～800万円くらい」

ではおよそ2分の1の13.1％、「600万円未満」では

およそ3分の1の7.9％にとどまっている。明らかに、

世帯収入と中学受験との間には強い相関がある。

つづいて、暮らしむき別（「あなたのご家庭の暮

らしむきは、次のどれにあたると思いますか」）と中

学受験の予定との関係をみてみよう。暮らしむき

が「上位」（「上」＋「中の上」、以下同）では中学受

験をする割合が3割弱（27.9％）。これに対して「中

位」（「中の中」、以下同）（11.3％）と「下位」（「中の

下」＋「下」、以下同）（9.0％）は「上位」のおよそ3

分の1の、1割前後となっている。

なお、世帯収入と暮らしむきは相関が強い。し

かし表2-3-1にあるように少なからず両者の間

にはズレがある。「800万円以上」の世帯収入で暮
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らしむきが「中位」のケースが48.7％あるのに対し

て、「600万円未満」で暮らしむきが「上位」が4.2％

あった。暮らしむきは住宅ローン等の支出や家族

の人数、生活スタイルなどにも影響され、そして何

よりも主観的な評価である。こうした理由から世

帯収入と暮らしむきはある程度、相互に独立した

変数となっているとみることができる。

図2－3－2に戻り、保護者の学歴と受験率との

関係をみると、父親が「大学・大学院」を卒業して

いる場合は19.5％が受験し、「それ以外」はおよそ

半分の9.1％となっている。これに対して、母親が

「大学・大学院」を卒業している場合は27.8％が中

学受験をすると答えている。親が大学・大学院を

出ていることと子どもの中学受験との関係は、父

親よりも母親のほうが強いことがわかる。

■3 首都圏と関西圏は中学受験率がほぼ同
じで2割弱

次に地域や人口規模と中学受験率の関係をみ

てみよう。

表2-3-2で、まず都市圏別に中学受験率を

みると、首都圏、関西圏ともに2割弱（首都圏

19.8％、関西圏19.1％）でほぼ同じ割合になってい

る。これに対して、「その他の地域」では首都圏、

関西圏のおよそ半分（8.7％）の受験率である。

1節の表2－1－1でみたように「その他の地域」

では通学可能範囲内に受験する中学校が少なく、

中学受験率が低くなることが予想されるが、表2－

3－2では、予想通り「その他の地域」で低い受験

率となっている。

■4 人口規模別では15万人未満かそれ以
上かで受験率に差異

最後に、同じ表2－3－2で人口規模別の受験

率の差異をみてみよう。ここで興味深いのは受験

率が「5～15万人」（7.7％）と「5万人未満」（7.6％）

でほとんど変わらないということである。1節の表

2－1－2では、両者の間に通学可能範囲内の受

験できる中学校の有無、とくに私立中学校の有無

に差があった。しかし、表2－3－2で受験率をみ

るとほとんど差がない。この2つの規模の間では

通学可能な私立中学校の有無の差は中学受験率

にあまり影響を与えないようだ。

これら2つの規模に対して、「15万人以上」では

受験率が14.5％と倍近くなり、「特別区・指定都市」

では21.7％と3倍近くなる。人口規模が15万人以

上の場合は、規模が大きくなるにつれて受験率が

高くなる。
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第 4節 私立・国立・公立別の受験予定

受験予定の中学校は私立が6割強、公立一貫校がおよそ3割、国立が2割強。複数

の設置者にまたがる受験は少ない。父母の学歴が高いほど私立の受験予定が多く

なり、公立一貫校が少なくなる。

ここでは保護者にたずねた受験予定校をみて

いきたい。調査は2007年12月時点で考えている

中学校をたずねているが、中学受験では極端な

場合は最終的に受験先が決定されるのは、願書

締め切り日である。

■1 私立が6割強、公立一貫校が3割、国
立が2割強

受験する中学校は、設置者の観点から3つに分

類される。私立（私立中学校）、国立（国立大学の

附属中学校）、公立（公立の中高一貫校）の3つで

ある。

中学受験を考えている保護者を対象に、私立、

国立、公立一貫校のどこを受験させるのかたずね

た結果が表2-4-1である。受験を考えている割

合の高いほうから順に「私立中学校」が6割強

（63.1％）、「公立の中高一貫校」が3割（29.7％）、

「国立大学の附属中学校」が2割強（21.2％）となっ

ている。まだ歴史の浅い公立中高一貫校の健闘

が目立つ。

■2 複数の設置者にまたがる受験は少ない
この質問は複数回答なので合計は100％を超

える。しかし、全体でみると回答の合計は117.2％

にとどまる。これは、私立・国立と公立中高一貫

校は教育内容や受験問題が異なるので、私立と

国立では一部で併願して受験することもあるが、

多くの場合、複数の設置者にまたがって受験する

ことはしないのである。

同じ表で受験する予定の中学校をみると、子ど

もの性別で違いがみられた。男子では「私立中

学校」が67.3％に対して「公立の中高一貫校」は

26.2％。女子では「私立中学校」が59.1％に対し

て「公立の中高一貫校」が33.0％となっている。男

女を比べると「私立中学校」では男子が女子より

も8.2ポイント多く、「公立の中高一貫校」では女子

が男子よりも6.8ポイント多い。つづいて子どもの

成績別では、上位（「上・やや上」）で「私立中学校」

の割合が多くなっている。そして、中下位（「真ん

中・やや下・下」）では「公立の中高一貫校」が多

くなっている。

第2章 受験行動、学校選択について

受験を考えている学校は、どのような中学校ですか。

真ん中・やや下・下 
(49） 

上・やや上 
(169)

男子 
(107)

女子 
(115)

全体 
(222)

63.1  

21.2  

29.7  

0.0  

2.7  

0.5 

59.1  

20.0  

33.0  

0.0  

3.5  

0.0 

67.3  

22.4  

26.2  

0.0  

1.9  

0.9 

65.7  

22.5  

26.0  

0.0  

1.2  

0.6 

55.1  

16.3  

40.8  

0.0  

6.1  

0.0 

私立中学校 

国立大学の附属中学校 

公立の中高一貫校 

その他 

わからない 

まだ決めていない 

子どもの成績別 子どもの性別 

表2－4－1　受験予定の中学校の種類（全体・子どもの性別・子どもの成績別） 
（%） 

注1　複数回答。 
注2　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注3　（　）内はサンプル数。 

保護者 



65

第
4
節
／
私
立
・
国
立
・
公
立
別
の
受
験
予
定

第
2
章

上位 
(62)

中位 
(101)

下位 
(44)

800万円 
以上 
(80)

600～ 
800万円 
くらい 
(46)

600万円 
未満 
(55)

大学・ 
大学院 
(66)

大学・ 
大学院 
(127)

短大 
(59)

それ 
以外 
(84)

それ 
以外 
(76)

全体 
(222)

63.1  

21.2  

29.7  

0.0  

2.7  

0.5 

77.5  

18.8  

18.8  

0.0  

0.0  

0.0 

58.7  

23.9  

32.6  

0.0  

2.2  

0.0 

47.3  

23.6  

43.6  

0.0  

5.5  

0.0 

79.0  

19.4  

16.1  

0.0  

1.6  

0.0 

64.4  

22.8  

31.7  

0.0  

2.0  

0.0 

43.2  

22.7  

45.5  

0.0  

2.3  

0.0 

78.8  

19.7  

22.7  

0.0  

0.0  

0.0 

61.0  

20.3  

27.1  

0.0  

0.0  

0.0 

58.3  

20.2  

35.7  

0.0  

4.8  

0.0 

71.7  

20.5  

23.6  

0.0  

0.8  

0.0 

55.3  

18.4  

40.8  

0.0  

2.6  

0.0 

私立中学校 

国立大学の附属中学校 

公立の中高一貫校 

その他 

わからない 

まだ決めていない 

父親学歴別 母親学歴別 暮らしむき別 世帯収入別 

表2－4－2　受験予定の中学校の種類（全体・家庭の属性別） 
（%） 

注1　複数回答。 
注2　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注3　（　）内はサンプル数。 

保護者 

特別区・ 
指定都市 
(83)

15万人 
以上 
(75)

5～15 
万人 
(34)

5万人未満 
(24） 

関西圏 
(47)

首都圏 
(85)

その他 
の地域 
(90)

全体 
(222)

78.8  

12.9  

27.1  

0.0  

1.2  

0.0 

63.1  

21.2  

29.7  

0.0  

2.7  

0.5 

43.3  

28.9  

35.6  

0.0  

5.6  

1.1 

72.3  

21.3  

23.4  

0.0  

0.0  

0.0 

71.1  

24.1  

30.1  

0.0  

0.0  

0.0 

60.0  

21.3  

28.0  

0.0  

2.7  

1.3 

67.6  

11.8  

23.5  

0.0  

2.9  

0.0 

45.8  

20.8  

45.8  

0.0  

8.3  

0.0 

私立中学校 

国立大学の附属中学校 

公立の中高一貫校 

その他 

わからない 

まだ決めていない 

人口規模別 都市圏別 

表2－4－3　受験予定の中学校の種類（全体・都市圏別・人口規模別） 
（%） 

注1　複数回答。 
注2　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注3　（　）内はサンプル数。 

保護者 

■3 保護者が大卒・大学院卒だと私立の割
合が増え、それ以外だと公立中高一貫
校の割合が増える

表2-4-2は、中学受験を考えている保護者

を対象に、家庭の属性と受験を考えている中学

校の種類の関係を示したものである。最初に世

帯収入別からみると、「800万円以上」では「私立

中学校」の割合が高く77.5％。「公立の中高一貫

校」は18.8％にとどまる。そして、年収が下がるに

つれて「私立中学校」の割合が減り「公立の中高

一貫校」の割合が増加する。「600万円未満」をみ

ると、「私立中学校」は47.3％まで減少し、「公立の

中高一貫校」が43.6％まで増加する。同じ表で暮

らしむき別と受験予定校の関係でも、ほぼ同様の

傾向がみられる。保護者の学歴別には、父母の

学歴が高いほど「私立中学校」の割合が高く、「公

立の中高一貫校」が少なくなる。父親が「大学・

大学院」卒業だと「私立中学校」が71.7％で「公立

の中高一貫校」が23.6％である。これに対して、

「それ以外」では「私立中学校」は55.3％で「公立

の中高一貫校」が40.8％と4割強になる。母親の

学歴と受験を考えている中学校との関係にも同様

の傾向がみられた。

■4 私立を受験する割合は首都圏・関西圏
で7割超、それ以外では4割強

都市圏別では、首都圏と関西圏で「私立中学

校」が7割を超え、「公立の中高一貫校」が2割台

となる（表2-4-3）。しかし、「その他の地域」は

「私立中学校」が4割強にとどまり、そのぶん「国立

大学の附属中学校」が28.9％、「公立の中高一貫

校」が35.6％と高い割合になる。同じ表で人口規

模別にみると、「私立中学校」が多いのが「特別

区・指定都市」で71.1％、「公立の中高一貫校」が

多いのが「5万人未満」で45.8％であった。
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第 5節 第一志望校のタイプと受験
予定校数

第一志望校は私立が55.4％、国立が13.5％、そして公立一貫校が24.8％。都市圏別

にみると、首都圏と関西圏では私立第一志望が68％台、「その他の地域」では36.7％。

受験校数では、私立では2校以上が多いのに対して、公立一貫校では1校が8割強。

■1 首都圏、関西圏では私立を第一志望に
する傾向が強い

表2-5-1で、中学受験の第一志望校がどの

ような学校かをみてみよう。

まず、受験予定者全体の志望状況からみると、

学校の種類では「私立中学校」が55.4％、「国立大

第2章 受験行動、学校選択について

第一志望の学校は、どのような中学校ですか。

特別区・指定都市 
(83)

15万人以上 
(75)

5～15万人 
(34)

5万人未満 
(24） 

関西圏 
(47)

首都圏 
(85)

その他の地域 
(90)

全体 
(222)

68.2  
5.9  
21.2  
0.0  
1.2  
2.4  
1.2  

52.9  
16.5  
24.7  
0.0  
1.2  
3.5  
1.2  

5.9  
80.0  
10.6  
0.0  
1.2  
1.2  
1.2  

35.3  
27.1  
22.4  
9.4  
3.5  
1.2  
0.0  
1.2 

55.4  
13.5  
24.8  
0.5  
2.3  
2.7  
0.9  

66.7  
13.1  
15.8  
0.0  
0.9  
2.7  
0.9  

10.8  
69.8  
14.0  
0.5  
1.8  
2.3  
0.9  

37.4  
29.3  
16.7  
5.4  
1.4  
7.2  
1.4  
1.4 

36.7  
24.4  
28.9  
1.1  
4.4  
3.3  
1.1  

84.4  
2.2  
8.9  
0.0  
1.1  
2.2  
1.1  

20.0  
58.9  
12.2  
1.1  
3.3  
3.3  
1.1  

36.7  
26.7  
13.3  
3.3  
0.0  
14.4  
3.3  
2.2 

68.1  
6.4  
23.4  
0.0  
0.0  
2.1  
0.0  

57.4  
27.7  
12.8  
0.0  
0.0  
2.1  
0.0  

2.1  
72.3  
23.4  
0.0  
0.0  
2.1  
0.0  

42.6  
38.3  
12.8  
2.1  
0.0  
4.3  
0.0  
0.0 

61.4  
10.8  
25.3  
0.0  
0.0  
2.4  
0.0  

53.0  
18.1  
25.3  
0.0  
0.0  
3.6  
0.0  

6.0  
79.5  
13.3  
0.0  
0.0  
1.2  
0.0  

41.0  
25.3  
21.7  
4.8  
2.4  
4.8  
0.0  
0.0 

56.0  
17.3  
20.0  
1.3  
4.0  
1.3  
0.0  

78.7  
8.0  
12.0  
0.0  
1.3  
0.0  
0.0  

13.3  
66.7  
14.7  
1.3  
2.7  
1.3  
0.0  

36.0  
33.3  
13.3  
5.3  
1.3  
8.0  
1.3  
1.3 

25.0  
16.7  
41.7  
0.0  
4.2  
8.3  
4.2  

75.0  
4.2  
8.3  
0.0  
0.0  
8.3  
4.2  

20.8  
54.2  
8.3  
0.0  
4.2  
8.3  
4.2  

45.8  
20.8  
8.3  
4.2  
0.0  
8.3  
8.3  
4.2 

64.7  
5.9  
23.5  
0.0  
0.0  
2.9  
2.9  

67.6  
20.6  
5.9  
0.0  
0.0  
2.9  
2.9  

8.8  
64.7  
20.6  
0.0  
0.0  
2.9  
2.9  

26.5  
35.3  
17.6  
8.8  
0.0  
8.8  
0.0  
2.9 

私立中学校 
国立大学の附属中学校 
公立の中高一貫校 
その他 
わからない 
まだ決めていない 
無回答・不明 

男女共学校 
男子校 
女子校 
その他 
わからない 
まだ決めていない 

無回答・不明 

中学校のみ(一貫校でない) 
中高の一貫校 
中高大の一貫校 
その他 
わからない 
まだ決めていない 
無回答・不明 

上のほう 
やや上 
真ん中くらい 
やや下 
下のほう 
わからない 
まだ決めていない 
無回答・不明 

学校の種類 

共学・別学 

一貫校かどうか 

人口規模別 都市圏別 

表2－5－1　第一志望の中学校について（全体・都市圏別・人口規模別） 

難易度 

（%） 

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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45.9 14.4

図2-5-1　受験予定校数（全体・子どもの性別・第一志望校別） 
1校 2校くらい 

13.5

0.9

3校くらい 

11.7

4校くらい 

8.1

5校以上 

5.4

49.6 13.9 12.2 13.0 6.1 4.3

42.1 15.0 15.0 10.3 10.3 6.5

26.8 15.4 22.8 18.7 13.8

2.4

70.0 13.3 6.7 6.7 3.3

81.8 14.5

1.8
1.8

わからない 

無回答・不明 0.9 
 

0.9

0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

0.0

全体（222） 

女子（115） 

男子（107） 

私立中学校（123） 

国立大学の附属中学校（30） 

公立の中高一貫校（55） 

（%） 

 
注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　第一志望校別は保護者に対する「第一志望の学校は、どのような中学校ですか」の質問への回答を使用した。以下同。 
注3　（　）内はサンプル数。 

第
一
志
望
校
別 

子
ど
も 

の
性
別 

保護者 

学の附属中学校」が13.5％、そして「公立の中高

一貫校」が24.8％となっている。前節の表2－4－1

の受験予定校（複数回答）と比べると、私立が

63.1％から7.7ポイント減、国立が21.2％から7.7ポ

イント減、公立一貫校が29.7％から4.9ポイント減

となっている。また、都市圏別では、首都圏と関

西圏が「私立中学校」を第一志望とする割合が約

68％。「その他の地域」では36.7％である。なお、

第一志望率（「第一志望校」÷「受験予定校」）とい

う割合を考えると、私立中学校が87.8％、国立大

附属が63.7％、公立中高一貫校が83.5％となる。

同じ表で、共学・別学については、全体の

66.7％が「男女共学校」を第一志望校とし、とくに

「その他の地域」では84.4％と高い値になっている。

また、一貫校かどうかでは、全体の69.8％が「中

高の一貫校」を第一志望にしている。首都圏

（80.0％）と「特別区・指定都市」（79.5％）とで高い

値になっている。「中高大の一貫校」を第一志望校

にする割合については、関西圏（23.4％）と「5～15

万人」（20.6％）とでやや高くなっているが、それ以

外の地域、人口規模では10％前後となっている。

最後に志望校の難易度については、全体で「上

のほう」が37.4％であり、4割弱が最上位校合格を

目指している。さらに、「やや上」が29.3％となって

おり、これらを合わせると66.7％、3分の2が最上位

校や上位校を目指している。

■2 受験校数は、私立では2校から4校が
6割弱、公立一貫校では1校が8割強

次に、図2-5-1は、何校受験する予定か受験

予定校数をたずねた結果である。全体をみると、

「1校」が45.9％と半数近くを占めている。そして、

「2校くらい」が14.4％、「3校くらい」が13.5％、「4校

くらい」が11.7％と続いている。2校から4校までを

合わせると39.6％になる。東京都・神奈川県の場

合で考えると、2月1日から受験が始まり、「1日校」

「2日校」「3日校」「4日校」と受験日で学校が類別さ

れるが、「1日校」から「4日校」まで4日間連続で受

験すると4校になる。なお、受験を準備していても、

自分の第一志望校への合格が早 と々決まった場

合は、それ以降の受験はしない場合が多い。逆

になかなか決まらないと予定外の5校目受験、6校

目受験を行うこともある。

子どもの性別では女子のほうが男子よりも「1校」

受験の割合が高い。第一志望校別では、「私立中

学校」で「1校」が26.8％とほぼ4分の1にとどまる。

「2校くらい」から「4校くらい」を合計すると56.9％と

全体の6割弱を占めている。「5校以上」も13.8％と

なっている。これに対して「公立の中高一貫校」で

は「1校」が81.8％と非常に多い。公立一貫校第

一志望の場合は私立を併願して受けることは少な

いので、多くは「落ちたら地域の公立中学校へ」と

考えている。

何校くらい、受験させるつもりですか。
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第 6節 学校選択制と中学受験

中学校の学校選択制は「導入されている」が24.4％、「導入されていない」が

43.2％、「わからない」が29.0％。導入地域では、中学受験予定の保護者の

64.7％が子どもをどの公立中学校に進学させるか「考えた」と回答しており、受験

させる保護者のほうが学校選択への関心が高い。

■1 導入されている地域に住んでいるのは
24.4％

これまで、私立中学校、国立大学の附属中学

校、公立の中高一貫校の3つのタイプの受験につ

いてみてきたが、ここで、公立中学校の学校選択

制についても触れ、中学受験と学校選択制の関

係をみておきたい。

表2-6-1は居住地域に公立中学校の学校選

択制が導入されているかどうかをたずねた結果

である。全体の24.4％が「導入されている」と答え、

43.2％が「導入されていない」と答えている。また、

調査実施が12月という時期にもかかわらず、「わか

らない」が29.0％もあった。

都市圏別では首都圏で「導入されている」が

42.7％ともっとも多く、関西圏では10.9％と少ない。

人口規模別には、規模が大きいほど導入率が高

く、「特別区・指定都市」が29.9％となっている。

第2章 受験行動、学校選択について

あなたがお住まいの地域では、公立中学校の「学校選択制」が導入さ
れていますか。

特別区・ 
指定都市 
(355)

15万人 
以上 
(470)

5～15 
万人 
(375)

5万人未満 
(251） 

関西圏 
(230)

首都圏 
(393)

その他 
の地域 
(872)

全体 
(1,504)

42.7  

29.3  

25.2  

2.8 

24.4  

43.2  

29.0  

3.4 

19.8  

44.4  

32.0  

3.8 

10.9  

62.2  

23.9  

3.0 

29.9  

42.5  

23.1  

4.5 

28.7  

39.1  

28.9  

3.2 

21.1 

46.7 

28.5 

3.7

13.5 

47.4 

37.1 

2.0 

導入されている 

導入されていない 

わからない 

無回答・不明 

人口規模別 都市圏別 

表2－6－1　公立中学校の学校選択制の導入状況（全体・都市圏別・人口規模別） 
（%） 

注　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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■2 中学を受験させる保護者は学校選択制
についても考える割合が高い

表2-6-2で、学校選択制への意見をたずね

た結果をみると、学校選択制が「導入されている」

と回答した保護者のうち、受験させる保護者の

64.7％が、子どもをどの公立中学校に進学させる

か「考えた」（「よく考えた」＋「まあ考えた」の％、

以下同）と答えており、第一志望校別では公立中

高一貫校受験予定のある保護者の96.2％、私立

中・国立中第一志望の保護者の52.3％が、子ども

をどの公立中学校に進学させるか「考えた」と答

えている。

同じ質問で、受験させない保護者の回答が

45.9％であることを考えると、受験させる保護者の

ほうが学校選択制への関心が高いことになる。

同じ表で、学校選択制が「導入されていない」

「わからない」と回答した保護者の場合、受験させ

る保護者の50.8％が、「学校選択制を導入してほ

しいと思いますか」という質問に、「そう思う」

（「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％、以下同）

と答えている。第一志望校別にみても、同じ質問

に、私立中・国立中第一志望の保護者の54.6％

が「そう思う」と答えている。「そう思う」と回答した

受験させない保護者が27.2％であることを考える

と、受験させる保護者のほうが学校選択制導入

の希望が強いことになる。

第
2
章

公立の中高 
一貫校 

私立中＋ 
国立中 

受験 
させない 

受験 
させる 

全体 

50.2 
(367)

64.7 
(68)

45.9 
(292)

52.3 
(44)

96.2 
(26)

30.2 
(1,086)

50.8 
(128)

27.2 
(941)

54.6 
(108)

39.3 
(28)

お子様をどの公立中学校に進学させるか考えましたか※1

あなたがお住まいの地域でも、学校選択制を導入してほしい 
と思いますか※2

第一志望校別 受験予定別 

表2－6－2　学校選択制への意見（全体・受験予定別・第一志望校別） 
（%） 

注1　※1は学校選択制が「導入されている」と回答した保護者のみ対象。数値は「よく考えた」＋「まあ考えた」の％。 
注2　※2は学校選択制が「導入されていない」「わからない」と回答した保護者のみ対象。数値は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」

の％。 
注3　第一志望校別は、受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。「私立中＋国立中」は第

一志望校をたずねた質問で「私立中学校」「国立大学の附属中学校」と回答した人。以下同。 
注4　（　）内はサンプル数。 

保護者 

お子様をどの公立中学校に進学させるか考えましたか。
あなたがお住まいの地域でも、「学校選択制」を導入してほしいと思いますか。
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第 7節 頼りにしている受験情報と
中学校選択で重視すること

第1位が「学校見学や学校説明会」（90.1％）、第2位が「中学校のホームページや学

校案内」（79.3％）であり、中学校発の情報が1位・2位。中学校選択の際に重視す

ることは、第1位が「その学校の教育方針や校風がよい」（94.6％）、第2位と第3位

が「子どもの学力にあっている」（90.9％）と「授業のレベルが高い」（87.4％）。

■1 頼りになる情報源は中学校発の情報
受験を考えている保護者が頼りにしている受験

の情報源をたずねた結果が表2-7-1である。

ベスト・スリーをみると、第1位が「学校見学や学校

説明会」（90.1％、「とても頼りにしている」＋「まあ頼

りにしている」の％、以下同）、第2位が「中学校の

ホームページや学校案内」（79.3％）であり、中学校

発の情報が1位・2位を占めていた。第3位は「学

習塾の先生」（72.5％）であった。

■2 中学校選択基準では学力面・進学面を
重視

図2-7-1は、中学校選択の際に重視すること

をたずねた結果である。

まず、学力面・進学面については、「子どもの学

力にあっている」（90.9％、「とても重視する」＋「ま

あ重視する」の％、以下同）と「授業のレベルが高

い」（87.4％）が第2位と第3位に入っている。また、

「有名大学に合格する可能性が高い」（67.1％）も

高い値になっている。学力面・進学面以外では

「その学校の教育方針や校風がよい」（94.6％）が

第1位に、「いじめや非行の心配がない」（81.0％）

が第5位に、「公立校にはできない個性的な教育

が期待できる」（80.1％）が第7位に入っている。

その他、「施設や設備が充実している」（82.4％）

が第4位となり、「通学に便利な場所にある」

（77.9％）も高い値である。

一貫教育に関しては、「中高一貫教育である」

（80.2％）ことは第6位と重視されているが、「大学

までの一貫教育である」（25.7％）ことは第13位と

第2章 受験行動、学校選択について

次にあげる人たちの受験情報を、どれくらい頼りにしていますか。
受験させる中学校を決めるとき、次のことをどれくらい重視しますか。

公立の中高一貫校 
(55） 

私立中＋国立中 
(153)

非通塾 
(49)

通塾 
(163)

全体 
(222)

90.1  

79.3  

72.5  

53.1  

47.3  

43.7  

43.7  

20.7  

19.9 

94.4  

83.4  

89.6  

58.3  

51.5  

44.1  

47.2  

12.9  

19.1 

73.5  

65.3  

18.3  

34.7  

40.8  

47.0  

38.8  

46.9  

22.4 

93.4  

84.3  

84.3  

60.8  

51.0  

43.1  

47.7  

13.8  

20.9 

87.3  

72.7  

56.3  

38.2  

40.0  

47.2  

40.0  

38.2  

16.3 

学校見学や学校説明会 

中学校のホームページや学校案内 

学習塾の先生 

受験情報雑誌 

配偶者(夫、または妻) 

子どもと同じ学校の保護者 

(学校以外の)友人・知人 

小学校の先生 

親類 

第一志望校別 通塾状況別 

表2－7－1　頼りにしている受験の情報源（全体・通塾状況別・第一志望校別） 
（%） 

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　子どもが学習塾に「行っている」と回答した保護者を「通塾」、「一度も行ったことがない」と回答した保護者を「非通塾」として

いる。 
注3　「とても頼りにしている」＋「まあ頼りにしている」の％。 
注4　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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全体（222） 
女子（115） 
男子（107） 

その学校の教育方針や校風がよい 

子どもの学力にあっている 

授業のレベルが高い 

施設や設備が充実している 

いじめや非行の心配がない 

中高一貫教育である 

　 

通学に便利な場所にある 

世間での評価が高い 

有名大学に合格する可能性が高い 

伝統がある 

スポーツや芸術などで有名である 

大学までの一貫教育である 

制服などのセンスがよい 

男子だけ（女子だけ）の教育である 

自分(または配偶者)の出身校である 

 

（%） 

図2-7-1　中学校選択で重視すること（全体・子どもの性別） 

94.6

95.7
93.4

90.9

92.1
89.8

87.4

87.0
87.8

82.4

86.9
77.5

81.0

87.8
73.8

80.2

79.1
81.3

80.1

78.3
82.2

77.9

80.0
75.7

75.7

78.2
72.9

67.1

63.5
71.1

55.4

59.1
51.4

36.9

37.4
36.5

25.7

26.1
25.2

25.3

33.9
15.9

14.4

15.6
13.0

8.2

9.5
6.5

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　「とても重視する」＋「まあ重視する」の％。 
注3　（　）はサンプル数。 

保護者 

0 20 40 60 80 100

公立校にはできない個性的な教育が 
期待できる 
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全　体　      　（222） 
上・やや上　　  （169） 
真ん中・やや下・下（49） 

その学校の教育方針や校風がよい 

子どもの学力にあっている 

授業のレベルが高い 

施設や設備が充実している 

いじめや非行の心配がない 

中高一貫教育である 

　 

通学に便利な場所にある 

世間での評価が高い 

有名大学に合格する可能性が高い 

伝統がある 

スポーツや芸術などで有名である 

大学までの一貫教育である 

制服などのセンスがよい 

男子だけ（女子だけ）の教育である 

自分(または配偶者)の出身校である 

 

（%） 

図2-7-2　中学校選択で重視すること（全体・子どもの成績別） 

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2   「とても重視する」＋「まあ重視する」の％。 
注3　（　）はサンプル数。 

保護者 

0 20 40 60 80 100

公立校にはできない個性的な教育が 
期待できる 

94.6

96.4
87.8

90.9

93.5
81.6

87.4

90.6
75.5

82.4

85.8
69.4

81.0

82.8
75.5

80.2

81.0
75.5

80.1

82.2
71.5

77.9

78.7
73.5

75.7

79.9
61.2

67.1

73.9
42.8

55.4

57.4
46.9

36.9

34.9
42.9

25.7

26.0
24.5

25.3

26.0
18.3

14.4

16.0
6.1

8.2

5.3
18.3
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あまり重視されない。

最後に、重視されることが少なかった項目は「自

分（または配偶者）の出身校である」（8.2％、第16

位）、「男子だけ（女子だけ）の教育である」（14.4％、

第15位）、「制服などのセンスがよい」（25.3％、第

14位）などであった。

■3 施設や設備、いじめや非行、制服は女
子のほうが重視する傾向

同じ図2－7－1で子どもの性別にみると、女子

のほうが男子よりも「重視する」の割合が高かった

のが「施設や設備が充実している」（男子77.5％＜

女子86.9％、以下同）、「いじめや非行の心配がな

い」（73.8％＜87.8％）、「制服などのセンスがよい」

（15.9％＜33.9％）などの学力以外の側面であり、

反対に男子のほうが女子よりも「重視する」割合が

高いのは「有名大学に合格する可能性が高い」

（71.1％＞63.5％）であった。

■4 成績上位の子どもの保護者はさまざま
な観点を重視して中学校を選択

次に、図2-7-2で子どもの成績別に中学校選

択で重視することをみると、「上・やや上」の子ども

の保護者のほうが「真ん中・やや下・下」の子ども

の保護者よりも、「子どもの学力にあっている」「授

業のレベルが高い」「施設や設備が充実している」

「公立校にはできない個性的な教育が期待でき

る」「世間での評価が高い」など多くの項目で「重

視する」（「とても重視する」＋「まあ重視する」）割

合が高い。これに対して、「真ん中・やや下・下」

の子どもの保護者が「上・やや上」の子どもの保

護者よりも重視していたのは「スポーツや芸術など

で有名である」「自分（または配偶者）の出身校で

ある」であった。
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第 8節 受験校決定までの時間的流れ

私立中学校志望者が受験を決意するのは4年生が24.4％、5年生が26.0％、6年

生が23.6％。受験校を決めるのは、6年生が55.3％。公立中高一貫校志望者では

受験決意は6年生が65.5％。公立中高一貫校志望者は私立中学校志望者よりも受

験までのタイミングが遅くなっているのが特徴である。

■1 私立中学受験の決断は4年生ころか
ら、受験先決定は6年生になってから

図2-8-1は、私立中学校を第一志望にして

いる保護者を対象に、中学受験を考え始めた時

期、中学受験させようと決めた時期、受験する中

学校を決めた時期の3つのタイミングをたずねた結

果である。

最初に中学受験を考
．
え
．
始
．
め
．
た
．
時期をみると、

「小学校入学以前」が17.1％、「1～2年生のころ」

が5.7％、これら2つを合わせると小学校低学年ま

でに中学受験を考え始めた保護者は22.8％。そし

て「3年生のころ」が13.0％。つづいて「4年生のこ

ろ」がピークで25.2％、さらに「5年生のころ」が

19.5％となっており、4年生と5年生を合わせると

44.7％となる。ほとんどの保護者がこの頃までに

受験を考え始めている。「6年生になって」は18.7％

であった。

次に、同じ図2－8－1で中学受験させようと決
．

め
．
た
．
時期をみてみよう。「小学校入学以前」から「3

年生のころ」までを合計すると22.0％。4年生以降

は各学年がそれぞれ20％台で、「4年生のころ」が

24.4％、「5年生のころ」が26.0％、「6年生になって」

からが23.6％となっている。

最後に、受験する中学校を決めた時期は、「6年

生になって」が圧倒的に多く55.3％となっている。

6年生になってからが多いのは、大都市などで通

学可能範囲内に複数の選択肢が用意されている

場合、学力が見極められてから、つまり大手塾の

模試が本格的に始まる小学6年生の秋以降に受

験先を決めることになるからである。

第2章 受験行動、学校選択について

次のことを考えたり、決めたりしたのはいつですか。

図2-8-1　中学受験決定の時期（私立中学校第一志望者） 

中学受験を 
考え始めた 

中学受験を 
させようと決めた 

受験する 
中学校を決めた 

（%） 

注1　「私立中学校」を第一志望にしている保護者のみ対象。 
注2　サンプル数は123名。 

小学校入学以前 3年生のころ 4年生のころ 5年生のころ 6年生になって 

無回答・不明 0.8
まだ決めてない 0.01～2年生のころ 

保護者 

17.1

7.3

8.9 26.0 55.3 6.5

4.9 9.8 24.4 26.0 23.6

5.7

2.4
1.6

0.01.6

0.0

1.6

13.0 25.2 19.5 18.7
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■2 公立一貫校は私立中学校よりも遅め
図2-8-2は、公立の中高一貫校の受検を第

一志望にしている保護者の受験先決定までのタイ

ミングをみたものである。

公立の中高一貫校は私立中学校受験よりも受

検までのタイミングが遅くなっているのが特徴であ

る。まず、受験を考え始めた時期は、「5年生のこ

ろ」が32.7％、「6年生になって」が43.6％であった。

また、受験させようと決断した時期も「6年生になっ

て」からが65.5％と多数を占めている。受験する中

学校を決めた時期も「5年生のころ」が9.1％、「6年

生になって」からが78.2％となっている。

■3 最初に受験を言い出したのは、私立は
母親または子ども、公立一貫校は子ども

次に、中学受験を最初に言い出したのはだれ

かを表2-8-1でみてみよう。第一志望が「私立

中学校」の場合、「母親」がもっとも多く39.8％。つ

づいて「子ども自身（本人）」が35.0％。「父親」から

言い出す割合は18.7％であった。

これに対して、「公立の中高一貫校」の場合は

「子ども自身」が52.7％と5割を超える。そして、「母

親」は27.3％、「父親」は10.9％であった。公立中

高一貫校の受検は子どもから始まる受検である。

いずれの学校についても、「小学校の先生」「塾

の先生（塾のアドバイス）」はほとんどいなかった。

第
2
章

中学受験を、最初に思った（言い出した）人はどなたですか。

図2-8-2　中学受験決定の時期（公立中高一貫校第一志望者） 

中学受験を 
考え始めた 

中学受験を 
させようと決めた 

受験する 
中学校を決めた 

（%） 

注1　「公立の中高一貫校」を第一志望にしている保護者のみ対象。 
注2　サンプル数は55名。 

小学校入学以前 3.6

3年生のころ 0.0

4年生のころ 

5年生のころ 6年生になって 

無回答・不明 3.6
まだ決めてない 0.01～2年生のころ 3.6

保護者 

9.1 78.2 10.9

16.4 65.5 12.7

12.7

1.8

1.8

0.0
0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

1.8
1.8

32.7 43.6

35.0  

39.8  

18.7  

0.8  

0.0  

5.7  

0.0 

36.7  

33.3  

23.3  

0.0  

6.7  

0.0  

0.0 

52.7  

27.3  

10.9  

0.0  

0.0  

7.3  

1.8 

子ども自身（本人） 

母親 

父親 

小学校の先生 

塾の先生(塾のアドバイス) 

その他 

無回答・不明 

第一志望校別 

私立中学校 
（123） 

公立の中高一貫校 
（55） 

国立大学の附属中学校 
（30） 

表2－8－1　中学受験を最初に思った（言い出した）人（第一志望校別） 
（%） 

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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■4 中学受験を途中でやめさせようとまっ
たく思わなかった保護者は少数派

最後に、表2－8－2は中学受験をやめさせよう

と思ったことがあるかをたずねた結果である。第

一志望校別に「まったくなかった」と回答した割合

をみると、「私立中学校」で29.3％、「国立大学の附

属中学校」で20.0％、「公立の中高一貫校」で

18.2％であり、いずれの中学校でもそれほど多く

なかった。

「何度もあった」と「時々あった」を合計すると、「私

立中学校」で48.7％、「公立の中高一貫校」で

49.1％であり、サンプル数が少ないが「国立大学

の附属中学校」では56.6％であった。母親対象の

インタビュー調査では、子どもにもっとのびのびとさ

せたいと感じたケースや、塾の成績が落ちたり、

子どもが勉強をしなくなったりしたときなどに受験

勉強を継続させるか否かの葛藤を感じたケース

があった。

あなたは、これまでお子様の中学受験をやめさせようと思ったこと
がありますか。

14.6  

34.1  

22.0  

29.3  

0.0 

13.3  

43.3  

23.3  

20.0  

0.0 

21.8  

27.3  

30.9  

18.2  

1.8 

何度もあった 

時々あった 

あまりなかった 

まったくなかった 

無回答・不明 

第一志望校別 

私立中学校 
（123） 

公立の中高一貫校 
（55） 

国立大学の附属中学校 
（30） 

表2－8－2　中学受験をやめさせようと思った経験（第一志望校別） 
（%） 

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者のみ対象。 
注2　（　）内はサンプル数。 

保護者 
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第 9節 受験させない保護者

受験させない保護者は、「地域の友だちと同じ中学校に通わせたいから」（83.6％）、

「公立中学校のほうがいろいろな生徒が集まってたくましく育つから」（69.0％）と

友人関係や生徒の質の側面で地域の公立中学校を肯定的に評価している。

全体（1,278） 
女子　（662） 
男子　（611） 

公立中学校で十分だから 

通学に便利だから 

地域の友だちと同じ中学校に 
通わせたいから 

私立中学校は授業料が高いから 

受験勉強よりも大切なことに 
時間を使わせたいから 

公立中学校のほうがいろいろな生徒が 
集まってたくましく育つから 

高校を受験したほうがよいから 

自分(または配偶者)も 
公立中学校を出たから 

子どもが受験を嫌がるから 

近くに受験するような中学校がないから 

公立中学校の教育方針や校風が 
気に入っているから 

公立中学校の先生のほうが 
教え方が上手だと思うから 

 

（%） 

図2-9-1　中学受験をさせない理由（全体・子どもの性別） 

84.9
83.7

86.3

84.9
84.4
85.3

83.6
82.8
84.5

79.9
80.5

79.4

73.3
70.2

76.5

69.0
67.1

71.2

60.1
59.5
60.5

52.6
52.1
53.2

52.5
50.1

55.1

49.5
51.1

47.9

35.6
35.8
35.5

11.8
11.2
12.4

注1　受験させない保護者のみ対象。   
注2　「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

保護者 

0 20 40 60 80 100

あなたがお子様に受験をさせないのは、なぜですか。
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■1 受験させない保護者は校風や教育内容
以外の側面で地域の公立中学校を肯定

受験させない保護者にその理由をたずねたと

ころ、図2-9-1にあるように、地域の公立中学校

の校風や教育内容の側面では、「公立中学校の

教育方針や校風が気に入っているから」（35.6％）

であるとか、「公立中学校の先生のほうが教え方

が上手だと思うから」（11.8％）と回答した比率は

低く、校風や教育内容は必ずしも積極的に評価さ

れているわけではない。

これに対して友人関係や生徒の質の側面では、

「地域の友だちと同じ中学校に通わせたいから」

（83.6％）、「公立中学校のほうがいろいろな生徒が

集まってたくましく育つから」（69.0％）と地域の公立

中学校を肯定的に評価している。こうした評価が

「公立中学校で十分だから」（84.9％）という高い評

価（十分感）に表れている。

さらに、「受験勉強よりも大切なことに時間を使

わせたいから」（73.3％）、「子どもが受験を嫌がる

から」（52.5％）と回答しており、受験勉強回避を理

由とする保護者も多い。また、「通学に便利だから」

（84.9％）も多くの保護者が理由としている。

■2 子どもが受験を希望したら、「本人の気
持ちに添うように」

ところで、受験をさせない保護者は、もし、子ど

もが受験をしたいと希望したらどうするだろうか。

つまり、子どもと保護者のどちらの希望・判断を優

先させるだろうか。

表2-9-1は、子どもが中学受験をしたいと希

望したときにどうするかたずねた結果である。受験

させない保護者の75.7％が「本人の気持ちに添う

ようにし、受験させるだろう」と答えている。「公立

中学校へ行くように説得するだろう」は17.4％であ

った。子どもの希望・判断優先の保護者が多い。

子どもの性別では男子のほうが女子よりもやや

「本人の気持ちに添うようにし、受験させるだろう」

の割合が高い。そして子どもの成績別では「上・

やや上」のほうが「真ん中・やや下・下」よりも「本

人の気持ちに添うようにし、受験させるだろう」の

割合が高い。

つづいて、同じ表で世帯収入別にみると、収入

が多いほど「本人の気持ちに添うようにし、受験さ

せるだろう」の割合が高くなっている。しかし、収

入は規定要因の一つではあるが、収入だけです

べてが決まるわけではない。「800万円以上」でも

11.9％が「公立中学校へ行くように説得するだろう」

と考えているし、「600万円未満」でも72.5％が「本

人の気持ちに添うようにし、受験させるだろう」と答

えている。

もしお子様が、中学受験をしたいと希望したら、あなたはどうされますか。

女子�
(662)

男子�
(611)

上・やや上�
(564)

800万円�
以上�
(219)

600～800�
万円くらい�
(265)

600万円�
未満�
(541）�

真ん中・�
やや下・下�
(692)

全体�
(1,278)

73.6 �

19.0 �

4.4 �

3.0 

75.7 �

17.4 �

3.8 �

3.1 

77.1 �

17.6 �

3.0 �

2.3 

78.1 �

15.5 �

3.3 �

3.1 

74.6 �

17.2 �

4.6 �

3.6 

84.5 �

11.9 �

2.7 �

0.9 

80.0 �

15.1 �

3.4 �

1.5 

72.5 �

21.3 �

5.2 �

1.1 

本人の気持ちに添うよう�
にし、受験させるだろう�

その他�

無回答・不明�

公立中学校へ行くように�
説得するだろう�

世帯収入別�子どもの成績別�子どもの性別�

表2－9－1　子どもが中学受験をしたいと希望したらどうするか�
　　　　　　（全体・子どもの性別・子どもの成績別・世帯収入別）�

（%）

注1　受験させない保護者のみ対象。�
注2　（　）内はサンプル数。�

保護者�
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第 10節 子どもが受験を決めた時期と
理由

子どもが中学受験を決めた時期のピークは6年生で、30.6％である。これに続く

のが5年生の26.2％、4年生の21.0％。受験理由は「とても行きたいと思う中学

校があるから」（66.9％）、「近くの公立中学校よりもたくさん勉強できるから」

（56.0％）、「高校受験をしなくてよいから」（52.9％）がベスト・スリー。

■1 受験することを決めたタイミングは保
護者とほぼ同じ

表2-10-1は、子どもに対して中学受験を決

めた時期をたずねた結果、および参考のために

保護者が中学受験を考え始めたり、させようと決

めた時期を示したものである。

子どもが中学受験を決めた時期のピークは「6年

生になってから」の30.6％である。これに続くのが

「5年生のとき」の26.2％、「4年生のとき」の21.0％

である。

参考として保護者のデータも示したが、子ども

は保護者とほぼ同じタイミングで受験を決意してい

る。保護者と子どもで相談して受験を決めている

ということだろうか。保護者と比べると、子どもで

は「まだ決めていない」が13.7％と若干多く存在す

る。

あなたはいつごろ、中学校を受験することを決めましたか。

1.2  

5.6  

21.0  

26.2  

30.6  

13.7  

1.6 

2.5  

5.7  

18.9  

27.0  

31.1  

12.3  

2.5 

0.0  

5.6  

23.4  

25.8  

30.6  

14.5  

0.0 

1.7  

9.3  

31.4  

29.7  

26.3  

1.7  

0.0 

3.4  

6.9  

24.1  

34.5  

24.1  

6.9  

0.0 

0.0  

0.0  

8.2  

24.5  

61.2  

4.1  

2.0 

17.6  

8.6  

20.7  

21.6  

26.6  

2.3  

2.7 

9.1  

6.3  

15.3  

24.3  

33.8  

9.0  

2.3 

3年生のとき 

4年生のとき 

5年生のとき 

6年生になってから 

まだ決めていない 

無回答・不明 

子ども 保護者（222） 

性別 

全体 
(248) 女子 

(122)
男子 
(124)

私立 
中学校 
(118)

国立大学 
の附属 
中学校 
(29)

公立の 
中高 
一貫校 
(49)

次のことを考えたり、 
決めたりしたのはいつ 
ですか 

中学受験 
を考え始 
めた 

中学受験 
をさせよう 
と決めた 

第一志望校別 

表2－10－1　中学受験を決めた時期（全体・性別・第一志望校別） 
（%）

注1　受験予定をたずねた質問で、「はい」「まだ決めていない」と回答した子ども、「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者の
み対象。 

注2　「低学年（1、2年生）ごろ（あるいはそれ以前）」の保護者の数値は、「小学校入学以前」と「1～2年生のころ」に分けているが、
図ではまとめて示した。 

注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 

低学年（1、2年生）ごろ 
（あるいはそれ以前） 

保護者 
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■2 受験する中学校での勉強や生活を肯定
的にとらえている

中学受験を予定している子どもに受験理由をた

ずねた結果が表2-10-2である。

「とても行きたいと思う中学校があるから」

（66.9％、「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」の％、

以下同）、「近くの公立中学校よりもたくさん勉強で

きるから」（56.0％）、「高校受験をしなくてよいから」

（52.9％）がベスト・スリーであった。子どもは受験

する中学校での勉強や生活を肯定的にとらえてい

る。

これに対して、「学校の先生にすすめられたから」

（5.6％）、「学習塾の先生にすすめられたから」

（15.3％）、「友だちが受験するから」（16.6％）など

の他律的な理由をあげる子どもの割合は非常に

低くなっている。

なお、「お母さんに言われたから」（35.0％）と「お

父さんに言われたから」（19.8％）では、「お母さん

に言われたから」のほうが15.2ポイント上回ってい

る。中学受験では父親よりも母親にイニシアティブ

があるといわれている。

同じ表で性別にみると、男子のほうが女子よりも

「お母さんに言われたから」（男子40.3％＞女子

30.3％、以下同）、「お父さんに言われたから」

（25.8％＞13.1％）と答える割合が高い。

第一志望校別では、「私立中学校」は他と比べ

て「学習塾の先生にすすめられたから」（25.4％）

が多く、「公立の中高一貫校」は他と比べて「近く

の公立中学校からではいい高校や大学に行けな

いから」（34.6％）と「学習塾の先生にすすめられ

たから」（4.0％）が少ない。

あなたが受験しようと思うのは、どうしてですか。

66.9  

56.0  

52.9  

40.8  

35.0  

29.8  

19.8  

16.6  

15.3  

5.6 

68.0  

53.2  

54.9  

31.1  

30.3  

30.3  

13.1  

15.5  

13.1  

5.8 

66.1  

59.7  

51.6  

50.0  

40.3  

29.8  

25.8  

17.0  

17.8  

4.8 

76.3  

63.6  

65.2  

47.4  

39.8  

34.7  

22.9  

17.0  

25.4  

3.3 

82.8  

62.0  

17.2  

58.6  

31.0  

27.6  

20.6  

10.3  

10.3  

10.3 

73.4  

63.3  

65.3  

34.6  

36.8  

30.6  

14.3  

12.2  

4.0  

4.0 

性別 

全体 
(248) 女子 

(122)
男子 
(124)

私立 
中学校 
(118)

国立大学 
の附属 
中学校 
(29)

公立の 
中高 
一貫校 
(49)

第一志望校別 

表2－10－2　中学受験をする理由（全体・性別・第一志望校別） 
（%）

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した子どものみ対象。 
注2　「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 

とても行きたいと思う中学校があるから 

近くの公立中学校よりもたくさん勉強できるから 

高校受験をしなくてよいから 

 

お母さんに言われたから 

近くの公立中学校はいじめの心配があるから 

お父さんに言われたから 

友だちが受験するから 

学習塾の先生にすすめられたから 

学校の先生にすすめられたから 

近くの公立中学校からではいい高校や大学に 
行けないから 
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■3 中学受験の難しさを理解しつつ、前向
きに考えて勉強に取り組む

表2-10-3は中学受験に対する意見をたずね

た結果である。

受験予定の子どもは状況を冷静に判断してい

るせいか、中学受験は「合格するのがとても難し

い」（82.3％、「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」

の％、以下同）と認識する一方で、「受験勉強は苦

しい」（71.4％）が「よい高校や大学に行くためには

必要」（72.5％）であるとみている。

しかし、自分が勉強することには前向きで、「自分

の力を試すことができる」（82.3％）であるとか「人

間として大きく成長する」（72.6％）と認識している。

この傾向は公立中高一貫校第一志望者で強い。

あなたは、中学受験についてどう思いますか。

82.3  

82.3  

72.6  

72.5  

71.8  

71.4  

69.8  

64.9  

59.7  

54.9  

42.7  

24.6 

83.6  

80.3  

72.9  

66.4  

68.9  

68.0  

67.2  

64.7  

54.9  

50.0  

39.3  

19.7 

81.4  

84.7  

71.8  

79.8  

74.2  

75.0  

72.6  

65.3  

65.4  

58.9  

46.7  

29.9 

79.6  

85.6  

67.8  

77.1  

85.6  

74.6  

75.4  

67.8  

64.4  

53.4  

46.6  

20.4 

89.6  

96.6  

79.3  

75.9  

69.0  

72.4  

75.9  

58.6  

65.5  

65.5  

31.0  

13.7 

91.8  

89.8  

83.7  

79.6  

53.0  

71.4  

71.4  

55.1  

61.2  

57.1  

30.6  

18.4 

合格するのがとても難しい 

自分の力を試すことができる 

人間として大きく成長する 

よい高校や大学に行くためには必要 

お金がたくさんかかる 

受験勉強は苦しい 

　 

　 

家族が気をつかってくれる 

家族で話し合うことが多くなる 

思うように成績がのびなくて悩む 

できれば中学受験はしたくない 

性別 

全体 
(248) 女子 

(122)
男子 
(124)

私立 
中学校 
(118)

国立大学 
の附属 
中学校 
(29)

公立の 
中高 
一貫校 
(49)

第一志望校別 

表2－10－3　中学受験への意見（全体・性別・第一志望校別） 
（%）

注1　受験予定をたずねた質問で「はい」「まだ決めていない」と回答した子どものみ対象。 
注2　「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 

小学校で習う以外にいろいろなことが 
勉強できておもしろい 

小学校で習わないことも勉強しなければ 
いけないので大変 
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■4 子どもは、評判、いじめ、授業のレベ
ル、部活動で学校を選ぶ

子どもにどんな中学校を受験するかたずねたと

ころ、表2-10-4にあるように回答の比率が高か

った項目から順に、「みんなの評判のよい中学校」

（77.0％、「とてもそう」＋「わりとそう」の％、以下同）、

「いじめの心配がない中学校」（73.0％）、「授業の

レベルが高い中学校」（70.2％）、「部活動がさかん

な中学校」（63.7％）であった。

性別では、「スポーツや芸術などで有名な中学

校」や「規則が厳しくない中学校」が男子のほうで

高く、「制服のすてきな（かっこいい）中学校」や「み

んなの評判のよい中学校」が女子のほうで高い。

最後に、第一志望校別には、私立中学校第一

志望者は「みんなの評判のよい中学校」「いじめの

心配がない中学校」「部活動がさかんな中学校」

「有名な大学に合格する人が多い中学校」「規則

が厳しくない中学校」などをあげる割合が高い。

あなたが受験しようと思うのは、どんな中学校ですか。

77.0  

73.0  

70.2  

63.7  

56.8  

46.7  

43.9  

43.5  

42.0  

27.0 

81.9  

70.4  

68.0  

61.5  

52.5  

41.8  

59.8  

41.8  

35.2  

28.7 

72.6  

75.0  

71.8  

65.3  

60.4  

50.8  

29.1  

45.1  

48.4  

25.0 

84.7  

75.5  

72.9  

74.5  

68.6  

50.0  

50.8  

47.4  

44.0  

43.3 

75.8  

65.5  

96.6  

51.7  

75.9  

37.9  

24.1  

24.1  

48.3  

6.8 

79.6  

67.4  

81.6  

48.9  

44.9  

36.7  

40.8  

30.6  

26.5  

2.0 

75.7  

81.0  

87.4  

─   

67.1  

36.9  

25.3  

77.9  

─   

14.4 

みんなの評判のよい中学校 

いじめの心配がない中学校 

授業のレベルが高い中学校 

部活動がさかんな中学校 

有名な大学に合格する人が多い中学校 

スポーツや芸術などで有名な中学校 

制服のすてきな（かっこいい）中学校 

家から近い中学校 

規則が厳しくない中学校 

男女別々の中学校 

子ども 
保護者（222） 

性別 

全体 
(248) 女子 

(122)
男子 
(124)

私立 
中学校 
(118)

国立大学 
の附属 
中学校 
(29)

公立の 
中高 
一貫校 
(49)

受験させる中学校を決めるとき、 
次のことをどれくらい重視しますか 

第一志望校別 

表2－10－4　どんな中学校を受験するか（全体・性別・第一志望校別） 
（%）

注1　受験予定をたずねた質問で、「はい」「まだ決めていない」と回答した子ども、「はい」「まだ決めていない」と回答した保護者の
み対象。 

注2　子どもは「とてもそう」＋「わりとそう」の％、保護者は「とても重視する」＋「まあ重視する」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 

世間での評価が高い 

いじめや非行の心配がない 

授業のレベルが高い 

             ─ 

有名大学に合格する可能性が高い 

スポーツや芸術などで有名である 

制服などのセンスがよい 

通学に便利な場所にある 

             ─ 

男子だけ（女子だけ）の教育である 

保護者 
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第 11節 受験しない子ども

多くの子どもが「近くの公立中学校に行きたいから」（78.0％）であるとか「近くの

公立中学校に行くのが当たり前だから」（60.6％）と、近くの公立中学校を選んだこ

とを受験しない理由としている。受験しないことに対しては悔いはないが、「3年後

の高校受験が不安だ」と考えている。

あなたが中学受験をしないのは、どうしてですか。

全体（1,241） 
女子　（642） 
男子　（587） 

近くの公立中学校に行きたいから 

受験勉強をしたくないから 

友だちが受験しないから 

親が受験をすすめないから 

もっと遊びたいから 

親にお金をかけさせたくないから 

受験したい中学校がないから 

高校を受験すればよいから 

近くの公立中学校に行くのが当たり前だから 

受験をするのは大変だから 

0 20 40 60 80
（%） 

図2-11-1　中学受験をしない理由（全体・性別） 

78.0
77.2

79.3

59.5
59.0
60.5

45.7
44.7

47.1

41.2
41.0
41.6

58.9
55.4

62.7

50.9
50.5
51.3

64.9
66.6

62.9

73.3
70.9

76.3

60.6
59.5

62.0

72.2
72.6
71.7

注1  受験しない子どものみ対象。 
注2　「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 
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■1 受験しない理由トップは「近くの公立
中学校に行きたいから」

受験しない子どもに理由をたずねた結果が図

2-11-1である。

多くの子どもが「近くの公立中学校に行きたい

から」（78.0％、「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」

の％、以下同）であるとか「近くの公立中学校に行

くのが当たり前だから」（60.6％）と近くの公立中学

校を選んだことを受験しない理由としている。また、

多くの子どもが「高校を受験すればよいから」

（73.3％）、「受験をするのは大変だから」（72.2％）、

「受験勉強をしたくないから」（59.5％）など、受験

勉強を避けることを理由にあげている。

性別では大きな差異はないが、男子のほうが女

子よりも「もっと遊びたいから」（男子62.7％＞女子

55.4％、以下同）、「高校を受験すればよいから」

（76.3％＞70.9％）などの理由をあげる割合が高い。

■2 受験しないことに悔いはないが、「3年
後の高校受験が不安だ」

受験しないことへの気持ちをたずねたところ、表

2-11-1のように、「中学受験に挑戦をしていれ

ばよかった」という答えは、わずか6.5％であった。

この傾向に性差はなかった。

しかし、「3年後の高校受験が不安だ」と考えて

いる子どもは多い。全体では48.3％が「3年後の

高校受験が不安だ」としており、女子ではその値

は50.9％となっている。

第2章 受験行動、学校選択について

6.5  

45.2 

6.4  

50.9 

6.5  

48.3 

中学受験に挑戦をしていればよかった 

3年後の高校受験が不安だ 

全体 
(1,241)

性別 

女子 
(642)

男子 
(587)

表2－11－1　中学受験をしないことへの気持ち（全体・性別） 
（%）

注1　受験しない子どものみ対象。 
注2　「とてもそう思う」＋「わりとそう思う」の％。 
注3　（　）内はサンプル数。 

子ども 

中学受験をしないことについて、次のようなことを思いますか。
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